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福岡県立糸島特別支援学校

コミュニティ・スクールだより
夏号（vol.１） ／ ２０２６年８月発行

第１回 学校運営協議会の様子（２０２６年５月２１日（木））

２０２６年４月、糸島特別支援学校（以下 糸特）はコミュニティ・スクールになりました。

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）とは、学校と地域の人々、専門家などが、学校

や地域の課題を共有し、共通の目標・ビジョンを持って、地域とともにある学校づくりに関わる

仕組みです。糸特では開校以来、福岡県内の大学や企業、地域の方々と「共創チャレンジ」と名

付けた様々な連絡を行ってきました。コミュニティ・スクールは本校と地域をより良くしていこ

うとする、新しい一歩になります。

このニュースレターでは、新たに任命されたコミュニティ・スクール・ディレクターが、糸特

のコミュニティ・スクールとしての活動をお伝えしていきます。
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A B O U T  C O M M U N I T Y  S C H O O L

コミュニティ・スクールとは？

コミュニティ・スクールとは、学校運営協議会

を設置した学校のことです。この協議会を通じて、

学校と地域の人々、専門家などが、学校や地域の

課題を共有し、共通の目標・ビジョンをもって、

地域とともにある学校づくりに関わることができ

ます。学校と地域が“組織として”つながること

で、子ども・保護者・教職員・地域にとって持続

的なプラス効果が期待できます。
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テーマ型のコミュニティ・スクール運営に向けて

糸特ＣＳは「テーマ型コミュニティ・スクール」としての運営を目指しています。糸特の子

どもたちが、①糸島でよりよく学ぶためにはどうすればよいのか、②将来の進路のために何が

必要か、③共生社会の形成に向けて新しい価値を見出すためにはどのようにすればよいのか、

このような３つのテーマを掲げ、子どもたちのために、そして、子どもたちや地域社会の未来

のために何ができるのかについて、熟議を重ねていきます。

学校運営協議会の役割

学校運営協議会は、法律に基づき教育委員会により任命された委員が、一定の権限をもっ

て、学校の運営とそのために必要な支援について協議する合議制の機関のことです。その役

割は次のように規定されています。

１．校長の作成する学校運営の基本方針を承認する。

２．学校運営に関する意見を述べる。

３．教職員の任用に関する意見を述べる。

文部科学省『これからの学校と地域』から引用



A C T I V I T Y  R E P O R T

第１回 学校運営協議会が開催されました（５/２１）

各委員からの自己紹介の様子

学校と地域の未来へ意見交換

２０２６年５月２１日（木）に、第１回とな

る学校運営協議会が開催されました。この会議

ではテーマ型コミュニティ・スクールとしての

運営スタイルや活動内容の確認のほか、会長の

選出や、校長先生からの学校紹介などが行われ

ました。また委員同士の協議では、学校運営の

基本方針や、地域との様々な連携の可能性、子

どもたちの未来について、活発な意見交換が行

われました。

次回の学校運営協議会では教職員を交え、熟

議「子どもたちのために 未来のために」を８月

２５日に開催予定です。
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令和８年度 学校運営協議会委員の一覧

糸島市泊地区
区長会代表

中田 洋一 氏

九州大学名誉教授
（キャリアコンサルタント）

射場 厚 氏

九州大学教育学部
教授

藤田 雄飛 氏

糸島市障がい者相談支援センター
志摩学園 相談支援専門員

原口 幸子 氏

糸島ライオンズクラブ

山本 晃治 氏

九州大学大学院人間環境学研究院
准教授（地域コーディネーター）

宮本 聡 氏

糸島市地域振興部文化課
課長

大鶴 泰輔 氏

伊都福岡ライオンズクラブ

浦 源次 氏

九州大学 学術研究員
（CSディレクター）

池山 草馬 氏

糸島市在住
（九州熱風法人よかごつ代表）

大堂 良太 氏

本校保護者
（知的障がい教育部門）

中尾 清香 氏

本校保護者
（肢体不自由教育部門）

原口 留美 氏

協議会の会長には九州大学教育学部教授の藤田雄飛氏、副会長には九州大学大学院人間環境

学研究院准教授の宮本聡氏が選任されました。



A C T I V I T Y  D I G E S T

２０２６年４月〜７月の「共創チャレンジ」

① 福岡県障がい者スポーツ大会（５月）

４月・５月に行われた「第５回福岡県民障がい者スポーツ大

会」に、高等部の２・３年生１１人が出場し、計６個のメダル

を獲得しました。立ち幅跳び（少年の部）と１５００メートル

走では、大会新記録を樹立しました。そして「立ち幅跳び」に

出場した高等部生徒が１０月に開催される「全国障害者スポー

ツ大会（青森大会）」に出場することが決定しました。

② 地域交流〔田植え／地域清掃〕（６月）

中学部生徒が、糸特のある泊地区で、田植えや清掃活動を行

いました。田植えでは、地域の方々と姫島の子どもたちととも

に活動し、九州大学の留学生もボランティアとして加わりまし

た。生徒たちは区長さんに教わりながら田植えに取り組み、ど

ろんこになりながら楽しみました。また、別日には、地域の清

掃活動にも取り組みました。ここでも九州大学の留学生がボラ

ンティアとして一緒に活動しました。

写真を挿入

③ 糸特スペシャルドリームカップ２０２６（６月）

８月に行われる「第５回全国特別支援学校フットサル大会北

九州・南九州地区大会」に向けて、中学部・高等部で立候補し

た生徒たちは毎週１回放課後に練習に励んでいます。予選前最

後の練習では、先生と生徒による「糸特スペシャルドリーム

カップ２０２６」が開催されました。生徒たちの勢いと先生た

ちの本気がぶつかり合う試合を制したのは、生徒と先生の混成

チーム「グリーン・カヤマウンテンズ」でした。
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A C T I V I T Y  D I G E S T

２０２６年４月〜７月の「共創チャレンジ」

写真を挿入

④ 出張！子ども大工（６月）

６月２６日に、糸特で「出張！こども大工」（松吉建設主

催）が行われました。小学部５・６年生の児童１３人が参加し、

椅子づくりに挑戦しました。廃棄される予定だった住宅の端材

を用い、電動ドリルやとんかちを使って作業を行いました。座

面の裏に自分の手形を押して名前を記入し、オリジナルの椅子

ができあがりました。

写真を挿入

⑤ 表現ワークショップ（７月）

高等部の生徒たちが参加する表現ワークショップが開催され

ました。生徒たちは、このときだけの特別なワークショップ

ネームで呼び合いながら、演出家の先生や九州大学の学生、教

職員とともにさまざまな表現にとりくみました。一人ひとりが

身体を動かしながら、それぞれのやり方で表現を行い、その場

に参加していました。
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写真を挿入

糸島スペシャルカンパニー（高等部職業科の取組）から

糸特の隣にある「糸島・泊・インクルーシブ・ファーム」で

は、地元農家の方からのアドバイスをいただきながら、九州大

学、ドリカムサポート糸島と連携して共同農作業を行っていま

す。糸特の高等部アグリ班が農作業を行い、収穫した野菜は市

役所で行われる「糸島マルシェ」などでの販売のほか、地域の

企業にも出荷しています。５月には採れたて玉ねぎをグローカ

ルホテル糸島に納品し、早速ホテル内レストラン「太陽の皿」

のビュッフェの一皿として提供されました。
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